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　スポーツ好きなので、このような執筆機会があると無意識に
スポーツイベントの話題を探してしまいます。先日、嬉しいこ
とにサッカーU-23代表がリオ五輪の出場権を見事に勝ち取り
ました。この世代はこれまでの世界大会で芳しい結果を残せな
かったことから、活躍した上の世代と比較される度に、時とし
て厳しい批判を浴びました。悔しさをバネに努力奮闘してきた
姿、周囲からの大きなプレッシャーを撥ねのけて戦う姿から、
ポジティブ指向の勇気をお裾分けしてもらえました。人間には
調子が良いときと悪いときの振れ幅がありますから、上手に向

き合って、ピンチをチャンスに変える強い心を持ちたいですね。
　今月の「ふぇらむ」では、巻頭に自動車エンジンのダウンサ
イジングに対応するターボチャージャの記事があります。昔は
スポーティな走りのためのターボチャージャというイメージで
したが、今や環境エネルギー問題に貢献できる技術として重要
です。異常気象がもはや通常になりつつあると思える昨今、こ
れからの科学技術の発展によって、寒暖差や降水量の振れ幅が
大きくならないように望みます。
� （Y.K.）
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